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•	　　用語の使い方
　　 ・ 本文中で使用している用語は、 基本的に実際の画面に表示されている名称に則っています。
　　 ・ 本文中に使用している当社商標の略称 ・ 別称の一覧は以下のとおりです。

商標 読み方 略称 ・ 別称
CREACOMPO Ⅱ クレアコンポツー CREACOMPO Ⅱ
PATTERN MAGIC Ⅱ パターンマジックツー Pattern Magic Ⅱ、 PM Ⅱ
PATTERN MAGIC Ⅱ SS パターンマジックツー エスエス Pattern Magic Ⅱ SS、 SS
GRADING MAGIC Ⅱ グレーディングマジックツー Grading Magic Ⅱ、 GR Ⅱ
MARKER MAGIC Ⅱ マーカーマジックツー Marker Magic Ⅱ、 MR Ⅱ
AUTO ADVANCE オートアドバンス Auto Advance、 AAV
XIFORM サイフォーム Xiform、 XM
XIFORM MAGIC サイフォームマジック Xiform Magic 、 XM

•	　　商標について
　　 ・ 当社および他社の商標 ・ 登録商標は当社ウェブサイトでご覧いただけます。

　　 ・ Microsoft、 Windows、 Microsoft Edge、 Microsoft Defender、 SmartScreen は、 　
       Microsoft Corporation の米国およびその　他の国における登録商標または商標です。
       Windows® の正式名称は Microsoft® Windows® Operating System です。
　　 ・ その他、本書に記載されている会社名、製品名、サービス名は、それぞれ各社の商号、登録商標または商標です。
　　 ・ なお、 本文中には商標 TM および登録商標 ® マークは明記していません

本書の内容はすべて、 著作権法によって保護されています。 著者及び発行者の許可を得ず、 転載、 複写、 複製等
の利用はできません。
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メニュー表示がリボンタイプに変わりました。
Pattern Magic と同じ表示にするにはオプション設定で変更します。

画面構成

キャンバスタブ
メモ

Pattern Magic では呼び出したデザインをウインドウメニューで切り替えてい
ましたが、 Pattern Magic Ⅱではキャンバスタブで切り替えます。

メモ
リボンメニュー上で右クリックすると、 「リボンの最小化」 を選択できます。
ショートカットキー「Ctrl+F1」でも最小化できます。（元に戻すのも同じキー )

管理→オプション→メニュー編集

メニュー表示について

リボン

メニュー表示変更

リボンタイプ

クラシックタイプ
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画面説明
いろいろなモードについて

パラメーターパネルの色表示

パーツ状態の図形対象

オレンジ

パーツ、 非パーツ図形対象

グレー

非パーツ状態の図形対象

グリーン

メモ
パラメーターパネル以外にも、 地の目
やボタンも色表示しています。

メモ
スナップについては、 次ページで説明しています。

ON OFF
　　 ①　磁石モード 磁石全体が赤 磁石全体がグレー
　　 ②　囲みモード 縦線全部が赤 縦線の両端が黒
新　③　ダブルクリック選択モード ( 機能限定 )　 矢印全体が赤 矢印途中の基点から赤
新　④　パーツ内モード　( パーツ化図形内選択 ) パーツ中央が赤 パーツ全体がオレンジ
新　⑤　全サイズモード ( 各サイズ対象 ) 後のパーツが赤 後のパーツがグレー
新　⑥　重なり選択 中央の線が赤 全体がグレー
　　 ⑦　コピーモード 後が赤 後が白
　　 ⑧　カーボンコピー 緑 白

Pattern Magic Ⅱではいろいろなモードを操作状況にあわせて選択できるようになっています。

入力モードは、 Pattern Magic と同じものと新しく追加され
たものがあります。

パラメーターパネルを色表示し
て、 図形の状態に対応してい
るかどうか分かりやすくしていま
す。

③ ⑥① ④ ⑤ ⑦ ⑧②

入力モード

表示モード

表示モードには、 「端点表示」 「グリッドまるめ」 「強調表示」
（新）「作成プロパティ」（新：限定メニューのみ使用可）「図
形プロパティ」 があります。
「端点表示」 「グリッドまるめ」 は Pattern Magic では 「仕
上げチェック」や「オプション」メニューにありました。 「プロパティ」
は 「表示」 にありました。

入力モード：下記参照

パラメーターパネル



4 禁転載　Copyright Ⓒ 2025 Toray Advanced Computer Solution, Inc.

スナップエコー
マウスポインターを図形に近づけていくとスナップ状態にあわせて文字とアイコンを表示します。

基本操作 1
スナップの自動モードについて

自動モード ON/ 自動認識 ( 赤 )

マウスポインタを図形に近づけると自動的にスナップを切り
替え、 マウスポインタの側にスナップの状態を表示してい
ます。
手動でモードを切り替えることもできます。その場合、スナッ
プ使用後は自動に戻ります。

F9 キーを押すと自動、 手動を切り替えられます。

Pattern Magic の入力まるめ方法が自動 ( オート ) になりました。

自動モード OFF/ 手動操作 ( グレー )

Pattern Magic と同様に、 プルダウンからモードを選択
するか、ショートカットで切り替えます。 作業に対してスナッ
プのモードを指定します。

メモ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スナップエコーを非表示にしたりスナップ値保持の設定は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「管理」 「オプション」 の 「動作環境」 にあります。

マウスポインターを図形に近づけていくとスナップ状態にあわせて文字（上図は 「基点」）と
アイコン（上図は二重丸）を表示します。

基点

「スナップ値」 に値を入力してマウスポインターを線端に近づけていくと、 端点から距離指示した
実際のスナップ位置にアイコンを表示します。
※　注！マウスポインターの位置は動かさないこと。 そのままクリックします。

50.0

基点 50.0
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基本操作 2
ダブルクリック選択、 リアル表示について

複数線の選択方法や、 指示確定前の表示方法が変わりました。

ダブルクリック選択モード　-　全長選択 ダブルクリック選択モード　-　分割選択

「移動」 で、 原型の袖山線を使って、
クリックとダブルクリックの違いを確認しま
しょう！

※　端点表示モードを ON にすると、
線が分割されているかどうかがわかりま
す。

「ノッチ　N」 で 「ダブルクリック選択モード」
を切り替え、 袖山線をダブルクリックして
違いを確認しましょう！

ダブルクリック選択
複数線を選択する場合、 Pattern Magic では Shift キーを押しながらクリックして選択していましたが、 つながりの良い
複数線はダブルクリックで選択できるようになりました。

基点の指定をする機能では 「ダブルクリック選択モード」 を使って、 全長を選択するか、 分割位置 ( ダブルクリックに近い
端点 ) から選択するかを指定できます。

リアル表示
パラメーターパネルに数値入力すると確定前の状態が表示されます。 イメージを確認しながら数値の変更が簡単になり
ました。 「ノッチ」 の 「距離」 の値を変えて確認してみましょう！

端点表示モード /ON

メモ
「ダブルクリック選択モード」 が有効になるのは、
「ノッチ」 「平行線」 「ステッチ線」 「つながり修正」 「直角化」 です。

モードを切り替えて
このあたりをダブルクリック
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ファイル
データを開く、 保存するなど

B

A

C

D

E

F
G
H

A 履歴
最近編集（呼び出し、 保存）したデータの履歴一覧表を表示します。
DB から呼び出したのか、保存先のフォルダからファイルを呼び出したのか表示しています。行をダブルクリックして呼び出すことができます。

B DB 読み込み /DB 新規保存 /DB 上書き保存
Pattern Magic Ⅱのデータベースを利用します。
※情報の設定は Pattern Magic とほぼ同じです。

C クレア DB から開く / クレア DB に新規保存 / クレア DB に上書き保存
Pattern Magic のデータベースを利用します。
※データベースの接続環境がなければ利用できません。

D メール送信
Web メールでは利用できませんので注意してください！

E ファイルを開く / ファイル保存 「ファイル」 → 「データ交換」 → 「互換形式読み込み」 「互換形式書き込み」

Pattern Magic Ⅱデータ (pd2)、 Pattern Magic データ (pdt)、 他社 CAD データ (dxf) のファイルを読み込み、 保存します。
他社 CAD データは縫い代情報の取り込みもできるようになりました。 ※　P.7 参照

F イメージファイル保存 「入出力」 → 「その他データ処理」 → 「EPS 出力」
「ファイル」 → 「メタファイル出力」

EPS 形式、 メタファイル形式のイメージファイルを保存します。

G CSV ファイル保存 「入出力」 → 「その他データ処理」 → 「CSV データ出力」

パーツの周長や面積情報を CSV 形式ファイルに保存します。

H データ管理 「入出力」 → 「RDB」 → 「デザインの RDB 削除」 「デザインの RDB バックアップ」 「デザインの
RDB リストア」
「入出力」 → 「その他データ処理」 → 「デザインのキャンバスリストア」 「バックアップ一覧の修復」

バックアップ、 リストア、 削除などのデータ管理を行います。 ゴミ箱、 キャンバス復元機能を追加しました。

a- 「ゴミ箱」 削除したデータは一旦ゴミ箱に入りますので、 ゴミ箱から元に戻せるようになりました。
b- 複数の DXF ファイルを一括でバックアップデータに変換します。
c- 「キャンバス復元」 保存せずに閉じてしまったキャンバスを戻せるようになりました。（アプリを閉じると継続データはクリアします。）
d- 「クレアバックアップデータを開く」 「クレアデータ一括取り込み」 Pattern Magic でバックアップしたデータをキャンバスに読み込んだり、
　　DB に一括保存できます。 ※　P.8 参照

a

c

b

d
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Pattern Magic では、 PDT ファイル (PDT の圧縮データ
含む ) 以外はドラッグ＆ドロップで開くことができませんでした。

メモ
全タイプのファイル (PD2、 PDT、 DXF、 PDY）と圧縮ファイル (LZH、 ZIP、 7z）をドラッグ＆ドロップで開くことができます。

CAD データをドラッグ＆ドロップで開く

ファイル保存

「ファイル保存」 をクリックすると
PD2 ファイルの保存を開きます。

互換データ

「ファイル保存」 → 「ファイル保存」
でも同じ

Pattern Magic データ

「ファイル保存」 → 「PDT 保存」 をクリック
すると PDT ファイルの保存を開きます。

「ファイル保存」 → 「DXF
保存」 をクリックすると互換
ファイルの保存を開きます。
( 互換設定はこの後表示さ
れます。 )

ファイルをドラッグ＆ドロップでキャンバス上
に開くことができます。
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Pattern Magic のバックアップデータをキャンバスに読み込むことができます。

Pattern Magic のデータを、 DB もしくはバックアップデータから一括で取り込むことができます。

Pattern Magic の 「入出力」 → 「その他データ処理」 → 「デザインのキャンバスリストア」 と同じ操作手順です。

メモ
Pattern Magic Ⅱのデータベース接続環境がなければ利用できません。

Pattern Magic のバックアップデータを開く

Pattern Magic データを一括で取り込む



9禁転載　Copyright Ⓒ 2025 Toray Advanced Computer Solution, Inc.

ホーム
良く使うメニューをホームに登録することができるようになりました

① 「管理」 → 「オプション」 を開いて、 「メニュー編集」 をクリックします。
ホーム登録方法

①

②

⑧

メモ
Pattern Magic Ⅱ起動時はホームメニューを表示しています。
よく使うメニューを最大 25 個まで登録できます。

③

④ ⑤ ⑥

⑦

入出力
Pattern Magic のオプションソフト、 トレースマジックが標準装備になりました

メモ
出力関係のメニューも 「入出力」 にあります。

A イメージ取り込み 「ファイル」 → 「イメージ取り込み」 → 「TWAIN32 機器からの入力」 「イメージファイルの読み込み」

スキャナーの機種選択や、 ファイルから読み込みをまとめました。

B トレース 「入出力」 → 「イメージトレース」 「トレース（線）」 「トレース（ﾏｰｸ ・ ﾉｯﾁ）」

線、マーク・ノッチのトレース機能をまとめました。 「自動」 スナップを追加したので、「基点」 「線上」 を切り替える必要がなくなりました。
( 今まで通り、 「基点」 「線上」 でトレースすることもできます。 ) 「半自動」 では線の中間点を指示できます。

C 画面印刷 「ファイル」 → 「画面印刷プレビュー」 「画面印刷」

印刷範囲を表示するようにしました。

D 実寸印刷 「ファイル」 → 「実寸印刷プレビュー」 「実寸印刷」

「正スケール印刷」 を統合しました。（メニュー内でスケール指定ができます。）

② 「ホームメニュー編集」 をクリックします。

③ 「分類」 を選択します。

④登録するメニューを選択します。

⑤ 「→」 ボタンをクリックします。
　　（「←」 は解除です。）

⑥並び順を変更したり、 グループ名称を追加します。

⑦ 「OK」 をクリックします。

⑧ 「OK」 をクリックします。

A B C D
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作成

A 線 「作成」 → 「線」 → 「直線作成」 「曲線作成」 「連続折れ線」

線を引く機能をまとめました。
作成時に 「表示モード」 の 「作成プロパティ」 で、 線色や線幅、 線種の指定ができます。
「連続線」 では直線と曲線を連続して作成できます。 クリックで曲線、 ダブルクリックで角 ( コーナー ) を作成します。
「曲線」 「連続線」 では 「ペン描き」 にチェックを入れてノブの向きを指示しながら作成することもできます。
「ルーラー」 では、 「パーツボックス」 で登録したルーラーを使って線を引くことができます。 ※　P.11 参照

B 四角形 「作成」 → 「作図」 → 「四角形作成」 「外枠作成」 「多角形作成」（台形 ・ ひし形ダーツ ・ 胸
ポケタイプ）

四角形を作成する機能をまとめました。
「多角形作成」 にあった 「台形」 「ひし形 2 種」 と、 「外枠作成」 がサブメニューにあります。

C 角丸 「作成」 → 「作図」 → 「角丸」

「距離指示」 の 「深さ指示」 では深さを数値、 またはドラッグで調整ができるようになりました。（「候補指示」 は Pattern Magic
と同じです。）距離固定にチェックを入れることで、 同形状の角丸作成も簡単になりました。

D ノッチ 「作成」 → 「ノッチ」 → 「ノッチ作成」

ダブルノッチを作成できるようになりました。 等分割ノッチも作成することができます。

同寸ノッチ 「作成」 → 「ノッチ」 → 「同寸ノッチ」 「表式ノッチ作成」

「線長参照」 で線の長さを参照してノッチを作成することができるようになりました。
複数ノッチや形状も指示しやすくなりました。
「表式ノッチ作成」 を統合しました。
ノッチ移動 「作成」 → 「ノッチ」 → 「ノッチ移動」

基点からの距離以外に、 指示ノッチの移動距離や、 指定のノッチからの移動距離も指示できるようになりました。

E パーツボックス
共通パーツの登録 ・ 呼び出し、 ルーラーの登録を行ないます。

F 袖裏 「作成」 → 「裏地」 → 「袖」

2 枚袖と 1 枚袖の機能を分割しました。 1 枚袖で 1 枚半袖も袖裏作成できるようになりました。
2 枚袖 -1 が CREA と同じ、 2 枚袖 -2 が袖のみ指示して作成する Pattern MagicII 独自の袖裏です。

G 芯地
パーツから 「部分芯」 「全面芯」 を簡単に取り出せる機能を追加しました。 サイズ展開のパーツも重ね書き状態で取り出せ、再グレー
ディングできます。（部位コードの付け方によってはエラーになる場合もあります。）

H ポケット
4 種類のポケットを自動作成する機能を追加しました。
ポケット付け位置などのデザイン線をクリックして 「箱 -1」 「箱 -2」 「両玉縁」 「片玉縁」 を作成できます。

I 表衿
地衿パーツから表衿を作成する機能を追加しました。 後中心線をクリックするだけで 「外回り」 「きざみ」 「ゴージ線」 「衿付線」 「返
り線」 を自動検知します。 調整量を入力して表衿を作成できます。

J 見返し
前身頃から見返しパーツを作成する機能を追加しました。（テーラードカラー用）
返り線をクリックするだけで 「外回り」 「きざみ」 「ゴージ線」 を自動検知します。 当てはめ形状を候補から選択できます。
調整後の線長を 「計測値メモ」 に保存できます。

CA B

D E F G I JH
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移動 ・ 展開

メモ
・ 「割り込み終了と同時に実行する」 にチェックを入れると 「合わせ戻し」 をクリックしなくても
　Enter キーを押して元に戻すことができます。
・ 「割り込み中」 に使用できるメニューは限定されています。
・ 「合わせたまま終了」 のショートカットキーはスペースキーです。

A 回転 「移動 ・ 回転」 → 「回転」 → 「回転」

「特殊機能」 の 「ぶつかるまで回転」 をこのメニューにまとめました。

B 相似 「移動 ・ 回転」 → 「移動」 → 「ポイント移動 X,Y」 「当てはめ（1 線）」 「相似当てはめ」

Pattern Magic の 「ポイント移動 X、 Y」 は、 「1 点」 の上下左右を使って動かします。

C 合わせ 「仕上げ・チェック」 → 「合わせ」 → 「合わせ（位置）」 「合わせ（接線）」 「合わせ（長さ指定）」
「合わせ（2 点指示）」 「合わせ（ずらし）」 「合わせ反転」

「合わせ」 全部をまとめました。 非パーツ図形が対象です。
パラメーターパネルの ｢ 割り込み開始 ｣ をクリックするか、 他機能を呼び出すと割り込みを開始します。
割り込み中でもアンドゥ ・ リドゥ ・ キャンセルができるようになりました。
別ウインドウ ｢ 割り込み終了 ｣ をクリックするまでは割り込みの継続です。（ウインドウが小さいので注意！）

D プリーツ / ピンタック 「作成」 → 「作図」 → 「プリーツ作成」 「ピンタック」 「ピンタック（倒し方向指示）」

線を指示して展開できる機能が追加されました。
「プリーツ」 ではプリーツ線作成位置を 「線長」 「平行」 「2 点間」 から選択できます。 ボックスプリーツも作成できるようになりました。

E 切り開き（間口指定）（両端点） 「仕上げ・チェック」 → 「合わせ」 → 「合わせ（位置）」 「合わせ（接線）」 「合わせ（長さ指定）」
「合わせ（2 点指示）」 「合わせ（ずらし）」 「合わせ反転」

切り開き基準線に対して両側に展開できるようになりました。（従来通りの展開も可能 )
引き直し中にノブ ･ ノード修正もできるようになりました。

F 展開（2 点固定）
袖山などのギャザー展開が簡単になりました。

BA C

D E F
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修正 ･ カット

A 消しゴム 「修正」 → 「消しゴム」、 「作成」 → 「ノッチ」 → 「ノッチの削除」

「ノッチの削除」 を統合しました。 コーナーノッチも情報を含めて削除できるようになりました。（縫い代付けしても復元しません。）

B ノブ ・ ノード 「修正」 → 「修正」 → 「ノブ ・ ノード調整」

線を選択した時点で全てのノード位置、 ノブ方向を表示するようにしました。
Ctrl キーや Alt キーなどを組み合わせて細かく修正ができ、 線自体のドラッグ修正も可能になりました。

C 引き直し 「修正」 → 「修正」 → 「線の引き直し」 「引き直し（点数指示）」 「直線化」

引き直し途中に修正作業ができるようになりました。
1 本目の線形状を変更しない 「1 線固定」 を追加しました。

D つながり修正 「修正」 → 「修正」 → 「つながり修正（長さ合せ）」 「つながり修正（位置合せ）」

「長さ合わせ」 では、 ｢ 合わせ線追加 ･ 解除 ｣ で複数線を追加指示できるようになりました。

E 直角化 「修正」 → 「修正」 → 「直角化」

基準線に対して指示位置からの直角化ができるようになりました。

F 線種変更 「修正」 → 「変更 ・ 調節」 → 「線の種類」、 「表示」 → 「プロパティ」

「波線」 「いせマーク」 「伸ばしマーク」 は、 「縫製仕様」 の 「いせマーク」 に移りました。
「出力ペン種類」 で設定していた出力対象外線の指示ができるようになりました。（「標準ペン」 にすると元に戻ります。）

G 線カット 「カット」 → 「線カット」 「カット（等分）」 「交点カット」 「延長上カット」 「ノード位置カット」
「線の中抜きカット」

指示線の最深部でカットする機能が追加されました。 「線の中抜きカット」 は 「両端から」 というサブメニューになり、削除箇所を中側・
両端のどちらか選択できるようになりました。

H 取り出し 「カット」 → 「部分取り出し」、 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「パーツ取り出し」

非パーツ図形対応の 「部分取り出し」 とパーツ図形対応の 「パーツ取り出し」 を統合しました。
縫い代幅の調整は、 縫い代線が非表示でも処理できるようになりました。（縫い代再処理時は調整後の縫い代幅が付きます。）
「カットしたまま終了」 が 「図形カット」 になります。（ショートカットはありません。 Pattern Magic と同じにしたい場合はオプションで
設定します。）

DCBA E

GF H

ノブ ・ ノードのキー操作

左図以外にも ・ ・ ・

Ctrl キーと Alt キーを同時に押しながら選択
線上をクリックすると、 クリックした位置にノー
ドを追加します。

ノードをクリック後に Delete キーを押すと、
選択したノードを削除します。

直線で引いた線も Insert キーを押すとノブ
を追加します。

Ctrl キーを押しながらノブをドラッグで移動す
ると、 ノブの角度を固定したまま長さを調節
できます。

Alt キーを押しながらノブをドラッグで移動する
と、 隣接線のノブの角度に合わせて長さを調
節できます。

Delete キーでノブを削除すると、 削除したノ
ブ側の線はノード位置でカットして直線になり
ます。

Ctrl キーを押しながら線をドラッグすると、 ノ
ブの角度を固定したまま変形できます。（「線
をドラッグ」 にチェックを入れます。）
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縫製仕様

管理→オプション→ステッチ線

ステッチ線登録方法

① ②

③チェック無 チェック有

延長短縮処理

A 地の目 作成」 → 「線」 → 「地の目作成」、 「修正」 → 「変更 ・ 調節」 → 「地の目の延長 ・ 縮小」

作成時、 始点側がわかりやすくなるように ｢S｣ を表示するようにしました。（「地の目」 と 「パーツ情報」 メニューで表示します。）
向きを反転したり、 矢羽位置を移動できる 「修正」 を追加しました。

B ステッチ線 「作成」 → 「線」 → 「ステッチ線」

良く使うステッチ幅を登録しておくことができるようになりました。
「登録名称を表示」 のチェックで、 登録名を同時に記入することができるようになりました。 延長短縮機能が追加されました。

C いせマーク 「作成」 → 「線」 → 「いせマーク」、 「修正」 → 「変更 ・ 調節」 → 「線の種類」

作成→フリー作成、 変更→線指示、 にまとめました。

D ボタン 「作成」 → 「作図」 → 「ボタン」

基準線が曲線でも 「グループ化」 できるようになりました。 ※　P.24 参照　（ボタン基準線を表示するようにしました。）
スナップ値を利用して作成する ｢ クリック指示 ｣ を追加しました。（個数 1 で作成します。）

E 文字 「作成」 → 「文字」

文字の位置や大きさを簡単に変更できるようになりました。
指示線の角度に合わせて配置することができます。 ※　P.14 参照

F 文字スタンプ 「仕上げ ・ チェック」 → 「スタンプ」 → 「文字スタンプ」

メニュー内で入力した文字をスタンプ化できるようになりました。 そのまま登録もできます。

G MR 文字取り込み設定 「表示」 → 「プロパティ」

マーキング側へ取り込む文字の設定が独立した機能になりました。

H 表 「表示」 → 「表一覧」

表が簡単に作成できるようになりました。 ※　P.14 参照

①　「登録名」 を入力します。
　　（ステッチ線の側の文字として記入可）

②　ステッチ幅を入力します。
　　（第 3 ステッチまで入力可）

③　「OK」 をクリックします。

DCBA E F G H
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入力時に、 移動、 回転、 線の角度に合わせてスナップができるようになりました。

文字入力時のマーク

表の作成 ・ キャンバスに貼り付け

ここをドラッグして回転します。（回転マーク）

ここをドラッグして移動します。（移動マーク）

T マークの上または下
をドラッグしてライン上
にスナップします。

ライン上にスナップしながら移動
します。

図形とリンクしない 「標準」 の表と、リンクする 「サイズ表」 を作成できます。
「サイズ表」 は計測値を入力することで図形とリンクします。 グレーディン
グしているデザインは各サイズの計測値が入力されます。

（「式入力」 で演算することもできます。）

メモ
・ 選択して Delete キーを押すと削除できます。
・ T マークの高さはパラメーターで選択できます。

①　「サイズ表」 を作成します。
　　（式入力用のセルも必要）
②　「計測」 で計測値を入力します。
③　演算用のセルを選択し、 「式入力」 を

　クリックします。
④　演算式を入力します。

※　足す（+）、 引く（－）、 かける（＊）
　わる（／）を半角で入力します。
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パーツ化

仕上げ ・ チェック

仕上線を優先 仕上線情報を優先して探索します。
裁切線でパーツ化 裁切線でパーツ化します。

( 縫い代の設定はできません )
裁切線も自動探索 閉図形が 2 重に存在する図形の場合、 外側の閉図

形が裁切線、 内側の閉図形を
仕上線として設定します。

外周線をカット線へ 仕上線、 裁切線判定した外周線をカット線にします。
内部線上にあるノッチを線
に変更

内部線上にあるノッチを線に変更します。

近傍判定 数値を変更して外接矩形の探索範囲を広げます。
それにより外周線の外にある図形を自動的にパーツに
含めることができます。

右記
参照

A 計測 「仕上げ ・ チェック」 → 「チェック」 → 「計測」

画面に貼り付けた計測値を計測メニューのまま移動、 削除ができるようになりました。
XY 差、 面積を計測できるようになりました。

B パーツ化 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「パーツ化」 「パーツ化（複数指示）」 「パーツ解除」

キャンバス上の閉図形を探索して一度にパーツ化できるようになりました。

C 縫い代 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「縫い代」

縫い代幅の指示のとき、 仕上線の選択がドラッグやダブルクリックでもできるようになりました。 複数線をまとめて縫い代付けできます。
コーナーノッチの 「自動作成」 にチェックを入れて縫い代付けすると、 処理と同時にコーナーにノッチが入ります。

（作成方向は ｢ 設定パネル ｣ をクリックして設定します。）
D パーツ情報 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「パーツ情報の設定」 「パーツ情報の一覧」

パーツ名ボタンを組み合わせ、 簡単にパーツ名称が設定できるようになりました。
データのやり取りをしても生地区分が自動的に追加されなくなりました。 生地区分グループが設定できるようになりました。
「一括」 で未設定のパーツに生地区分を設定したり、 設定済の生地区分を変更したりできます。

a 自動
a'-｢ 探索してパーツ化 ｣ をクリックすると、 キャンバス上にある閉図形をすべて探索してパーツ化します。

（「除外設定」 で探索の除外図形を設定可　P.17 参照）パーツ化の対象図形をドラッグで選択することもできます。
※　仕上線の外側の図形が自動認識されない場合、 1 パーツずつドラッグで図形を囲みます。

b 半自動 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「パーツ化」

Pattern Magic と同じ操作です。 パーツ毎に外周線をクリックしてパーツ化します。
※　仕上線の外側の図形が認識されない場合、 ドラッグで図形を囲んで選択します。

c 手動 「仕上げ ・ チェック」 → 「パーツ」 → 「パーツ化（複数指示）」

Pattern Magic の ｢ パーツ化 ( 複数指示 )｣ と同じ操作です。
まず、 パーツ化する図形をドラッグで囲み、 外周線をすべて選択します。

a'

a
b
c

CBA D
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パーツ情報

ここをクリックすると、
リスト表示します。

ここをクリックすると、 パーツ情報一覧
を表示します。
(Pattern Magic では、 パーツ情報
一覧は別メニューでした。 )

d 除外設定
自動で図形を探索してパーツ化する際、 パーツ化の対象から外す場合に設定します。
設定した図形は、 「パーツ化」 メニューが起動している間は表示色が変わります。
設定：図形をドラッグで囲み、 Enter キーを押します。
解除：除外設定図形をドラッグで囲み、 Enter キーを押します。

d

メモ
プロッターに書き出した際の文字サイズが、 Pattern Magic と比べると小さくなります。
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管理

パーツ名設定手順

方法 1
　①　直接入力します。

方法 2
　①　グループを選択したり、 最下部の検索を使って絞り込み

　　ます。
　②　「パーツ名リスト」 からパーツ名をダブルクリックで選択して

　　入力します。

方法 3
　①　グループを選択します。
　②　「パーツ名ボタン」 をクリックして組合せて入力します。

　　( 補足する場合は直接入力します。 )

ここをクリックすると、
ボタン表示が消え
パーツ名リストが全
体に広がります。

パーツ名、 生地区分の登
録 ・ 編 集 を 行 な い ま す。

（パーツ名やボタン、 グルー
プの設定もできます。）

A オプション 「オプション」 → 「グリッド設定」 「配色設定」 「プロッタ設定」 「計測・電卓・他設定」 「図形属性設定」
「ｱﾊﾟﾚﾙ属性設定」 「縫い代設定」 「トレース設定」 「単位系設定」 「編集環境設定」 「バックアッ
プ設定」 「設定の取り込み」
「パーツ」 メニューの 「プロパティ」、「縫い代」 メニューの 「プロパティ」、「地の目」 メニューの 「詳細」、
「パーツ情報」 メニューの 「表示設定」、 「トレース（線）」 メニューの 「プロパティ」、 PMTune 機能
の 「その他」 → 「印刷時の線の太さ」、「実寸入力」 メニューの 「ボタン設定」、「ルール付け」 メニュー
の 「オプション」

Pattern Magic ではそれぞれ独立したメニューにしていました。 また、 機能毎に 「プロパティ」 設定を持っていました。
それらをまとめて設定、 確認できるようにしました。
※　レイヤ設定はありません。
内容はアカウント毎の設定になります。 他のアカウントにも適用する場合は、 「エキスポート」 で設定を保存して 「インポート」 で取り
込みます。

B マスター設定
企業名、ブランドなどの登録やパーツ名や生地区分などの登録を行ないます。 また、登録したマスターのバックアップ、リストアを行います。
Pattern Magic の　PM マスターをリストアする場合にはここから行ないます。

C マスター更新
マスター設定を変更した場合、 変更内容を反映するために更新します。

CBA

【生地区分】
生地区分名やパーツ色、不透明度（0
に近づけると、 重なった図形が透けて
見えます。）を設定して追加します。
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データの比較
補足資料
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Pattern Magic Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic Ⅱ

パターンデータの相違点
Pattern Magic と Pattern Magic Ⅱとのノッチ、 ボタン作成時の違いや、 表示の違いを説明します。
相違点があるデータを変換した際は、 同じ状態にならない場合もあるので注意してください。

１-1. マーク付きノッチ作成時のパラメータ適用箇所

Pattern Magic

データ変換の状態

Pattern Magic と Pattern Magic Ⅱのノッチ作成タイプ
は同じです。
ただし、 マーク付きタイプの中には入力値（パラメータ）の
適用箇所が Pattern Magic と違うものがあります。

Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

長さ 1

長さ 2

仕上線

マークマーク

長さ 1

長さ 2

仕上線

先端印
大きさ

先端印
大きさ

先端印
大きさ

先端印
大きさ

長さ 1

長さ 2

マーク

長さ 1
長さ 2

マーク

長さ 1
長さ 2
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先端印
大きさ

先端印
大きさ

Pattern Magic Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic Ⅱ

マーク
マーク

長さ 1

長さ 2
長さ 1
長さ 2

長さ 1
長さ 2

１-2. マーク付きノッチ作成側

Pattern Magic Ⅱのノッチ作成側に「両側」はありません。
また、 外側に作成したマーク付きタイプのノッチは、 パーツ
化すると内側に変更します。

（1）　非パーツの状態で 「外側」 にノッチを作成しても、 パーツ化すると
自動的にマークが内側に変更されます。

（2）　パーツにマーク付きのノッチを作成する際は、 作成側は 「内側」
固定です。

（外側にしていても、 外周線をクリックすると内側に変わります。）

Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

クリック

非パーツ パーツ化時

選択できない

仕上線 仕上線

仕上線
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Pattern Magic Pattern Magic Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic

（1）　「外側」 に作成したノッチは、 パーツ化しても縫い代を作成しても
外側のままです。

非パーツ

非パーツの状態で、 「両側」 と 「外側」 に作成

パーツの状態で、 「両側」 と 「外側」 に作成
( 両側は縫い代付け後に作成 )

「両側」 「外側」 のノッチは 「内側」 に変更されて
変換

「両側」 のノッチは 「内側」 へ、 「外側」 のノッチ
はそのまま変換 ( パーツ化時内側に変更 )

パーツ化

仕上線 仕上線

（2）　非パーツ、 パーツの状態で 「両側」 に作成したノッチは、 縫い代
付け処理時にマークが内側に変更されます。

（縫い代付け処理後に作成すると 「両側」 のままです。）

非パーツ
またはパーツ 縫い代付け時

仕上線 裁切線

データ変換の状態
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Pattern Magic Ⅱの表示

Pattern Magic の表示

１-3. ノッチの表示

（1）　凸凹ノッチは、 作成時に表示されています。

（1）　凸凹ノッチは、 パーツ化し縫い代付けすると表示されます。

（2）　縫い代付のパーツに作成した凸凹ノッチの形状は、 縫い代まで
延長（縮小）しています。

（2）　パーツに作成した凸凹ノッチの形状は、 どのような角度でもそのまま
表示されています。

仕上線

仕上線

縫い代線

縫い代線

非パーツで作成すると仕上線に
対して表示される

非パーツに作成すると形状が表
示されない

縫い代線まで延長 ( 縮小 ) して
表示される

パラメータ通りに表示されている

【拡大図】 パラメータが適応さ
れる箇所は点線部
表示されるのは縮小した実線部

【拡大図】 パラメータ適応箇所
がそのまま表示される

縫い代処理をすると縫い代側に
表示される

縫い代処理をすると縫い代側に
表示される

幅 1

幅 1

幅 2

幅 2

深さ

深さ
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Pattern Magic Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic

Pattern Magic Ⅱ

2. ボタンのグループ化

「基準線」 が曲線でも、 「グループ化」 にチェックを入れて作成できます。

「基準線」 が曲線だと、 「グループ化」 で作成できません。

個　別 グループ化個　別 個　別

メモ
1) 基準線が曲線のボタングループを PDT ファイルに保存すると下記のメッセージが表示されます。

2）部位コードを入力したグループ化ボタンが個別に変換されると、 あいだのボタンは未設定部位になります。

データ変換の状態
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Pattern Magic Pattern Magic Ⅱ Pattern Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic

Pattern Magic Ⅱ

3. 表

サイズ表を選択すると、 サイズは自動的に入力されます。
計測を入力しているサイズ表は、 ウインドウ内もキャンバスに貼り付けた表
もパーツとリンクしている状態です。
グレーディングすると、 計測結果もサイズ展開されます。

行数、 列数を入力した後、 計測の設定を行なってから計測します。
ウインドウ内もキャンバスに貼り付けた表も、 マスターサイズのパーツとリンク
している状態です。 グレーディングしてもサイズ展開されません。

データ変換の状態

マスターサイズの計測 グレーディングしても
サイズ展開されない

グレーディングしてサイズ展開した
サイズ表

サイズ展開したまま変換されるが、
リンクはマスターサイズのみ
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Grading Magic Grading Magic Ⅱ Grading Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

Grading Magic

グレーディングデータの相違点
Pattern Magic と Pattern Magic Ⅱのデータの違いは、 グレーディングにも適用されます。
それによりグレーディング結果が変わる場合がありますので注意してください。

１. 内部線上のノッチの部位コード

Grading Magic Ⅱ

？

？

基点

各サイズ同一

ルールは参考例です。

作成時の基点から同一
距離でグレーディング

作成時の基点から同一
距離でグレーディング

「オプション」 の 「内部線上のノッチに部位コー
ドを入力する」 にチェックが入っている場合

N9001

N9001

9001 11 310

9001 11 310

内部線上に作成したノッチに部位コードを入力できます。

内部線上に作成したノッチに部位コードは入
力できませんが、 基点から同じ距離になるよう
にグレーディングされます。

メモ
1）部位コードを入力したくない場合、 「オプション」 の 「内部線上のノッチに部位コードを入力する」 のチェックを外します。
2）内部線上に作成したノッチはマーキングには変換されません。
3）内部線上に作成したノッチは互換データ（DXF データ）には変換されません。

メモ
1）内部線上に作成したノッチはマーキングには変換されません。
2）内部線上に作成したノッチは互換データ（DXF データ）には変換されません。

メモ
1）Grading Magic の内部線上のノッチは、 作成時の基点から同一距離になるようにグレーディングされます。
2）Grading Magic Ⅱの内部線上のノッチは、 「オプション」 の 「内部線上のノッチに部位コードを入力する」 のチェックを

外すと Grading Magic と同じ動きをします。
3）状況によって、 Grading Magic Ⅱで部位コードを入力してグレーディングした結果と、 Pattern Magic 変換後に

再グレーディングした結果が変わるので注意してください。

データ変換の状態



27禁転載　Copyright Ⓒ 2025 Toray Advanced Computer Solution, Inc.

Grading Magic Grading Magic Ⅱ Grading Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

2-1. ボタンホールのグレーディングポイント位置

Grading Magic Ⅱ

Grading Magic

ボタンホールの付け位置がグレーディングポイントです。

ボタンホールの端がグレーディングポイントです。

？

？

9001 11 100 9001 11 100*9001 11 100 9001 11 100

G100 G100G100

G100 G9001

G100 G100

？

ボタンとボタンホールに同じ
部位コードを入力できる

ボタンとボタンホールそれぞ
れに部位コードを入力する

ボタンとボタンホールを
作成する

ボタンとボタンホールを
作成する

データ変換の状態

ボタン ・ ホールとも
Gxx を入力

ボタン ・ ホールに違う
部位コードを入力

ホールに Gxx が入力
される

同一点複数部位扱い マイナー部位コード入力
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Pattern Magic

2-2. ボタングループのボタン基準線

Pattern Magic Ⅱ

メモ
1）個数が 1 個でも 「グループ化」 にチェックを入れて作成するとボタン基準線が作成されます。
2）ボタン基準線はプロッターに出力されません。
3）ボタン基準線の表示は、 「管理」 → 「オプション」 を開き、 「ボタン」 の 「ボタン基準線を常時表示する」 で設定します。

( チェックを外すと、 「ルール付け」 起動時のみ表示されます。 )

メモ
1）個数 1 個で作成したボタン・ボタンホールグループの基準線は、プロパティの 「線表示」 にチェックを入れても表示されません。
2）ボタン基準線はプロッターに出力されません。

9001 11 160

9002 19 9001

9003 19 9001

ボタン基準線

ボタンをグループで作成すると
ボタン基準線も作成される

グループで作成してもボタン
基準線は表示されない

ボタン基準線に部位コードを
入力する（ルールは参考例）

「グループ化」 にチェックを入れて作成したボタン ・ ボタンホールのボタン基
準線に部位コードを入力します。

ボタン基準線は、 プロパティの 「線表示」 にチェックを入れないと表示さ
れません。 第一ボタンと最終ボタンを結ぶ線のため、 部位コードはボタン・
ボタンホールと同一です。

ボタン基準線
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Grading Magic Ⅱ Grading Magic
　　　　　　　　　　　　　　

Pattern Magic Grading Magic Ⅱ Grading Magic

　

　　

　　　　　　　　　　　　　　

グループで作成したボタン

基準線が曲線のボタングループに部位
コードを入力（ルールは参考例）

個別変換されたボタンは未設定
部位のため再処理でエラー

ボタン基準線はボタン
位置と同一

ボタン基準線の部位コード
をボタンの関連部位に入力
( ルールは参考例 )

ボタン基準線の部位
コードは変換されない
ため再処理でエラー

9001 11 160

9002 19 9001 9002 19 9001

9001 11 200

G9001 G9001

9003 19 9001 9003 19 9001

メモ
1）上図右側のように、 Grading Magic Ⅱでボタン基準線に部位コードを入力し、 その部位コードをボタンの切り替え

ルールの関連部位にした場合、 PDT ファイルに保存した際にメッセージが表示されます。

2）切り替えルール以外の関連部位にボタン基準線の部位コードを入力した場合は、 何も表示されません。
3）上記どちらの場合でも、 ボタン基準線の部位コードを関連部位に入力したルールは、 変換後に再グレーディング処理すると

エラーになりグレーディングされません。

2-3. ボタングループの部位コード変換

データ変換の状態

Pattern Magic Ⅱでは曲線を基準線にしてボタングルー
プが作成できます。
そのボタングループに部位コードを入力したデータを PDT ファ
イルに保存すると、 個別に変換されるためあいだのボタンは
未設定部位になります。 そのため、 変換後に再グレーディ
ング処理するとエラーになりグレーディングされません。

9002 31 9001 3

？

G9002 G9002
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Grading Magic Ⅱ Grading Magic
　　　　　　　　　　　　　　

Grading Magic Ⅱ Grading Magic
　　　　　　　　　　　　　　

Grading Magic Ⅱ Grading Magic
　　　　　　　　　　　　　　

3. 新しい部位コードと関連部位入力項目

新しく追加された部位コード 「U」（グレーディング対象外）
は、サイズ展開しない内部要素に入力する部位コードです。
Grading Magic には存在しない部位コードなので、 変換
すると未設定部位になります。

補助ルールの関連部位の増分量に、 サイズ項目を入力できるようになりました。
服種ルールのサイズ項目、 任意のサイズ項目のどちらでも入力できますが、 Grading Magic では入
力できません。 そのため、 変換するとマイナー部位コードは未設定部位になります。

補助ルールの関連部位に入力した省略形と同じ形式で特別ピッチに入力した TS データや FL データ
は、 基本形式で変換されます。

U

U

U

U

？

？

データ変換の状態

データ変換の状態

データ変換の状態

内部線にグレーディング対象外 「U」
を入力

関連部位に任意のサイズ項目 「AA」
を入力

省略形の 「T01」 を入力

グレーディング対象外 「U」 は変換さ
れないため再処理でエラー

サイズ項目を入力したマイナー部位コード
は変換されないため再処理でエラー

補助ルールで設定したタイプにあわせて
基本形式で変換される

9001 14 690 AA ?690 690

メモ
特別ピッチに入力した任意のサイズ項目は Grading Magic でも確認できます。
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4. 全サイズモードを ON にして作成した要素

！！　「モード」 を利用して加工したデータについて　！！
Pattern Magic Ⅱではグレーディング済データに 「全サイズモード」 や 「パーツ内モード」 などを利用してパーツに様々な加
工が出来るようになっています。 モードを利用して加工したデータを再グレーディングするとグレーディングの内容が適用され加
工した結果と異なる可能性があります。
Pattern Magic Ⅱから Pattern Magic への変換はもちろん、 Pattern Magic Ⅱ間でのデータのやり取りの際には充分に
ご注意いただきますようお願いいたします。
※　データの加工に関して、 弊社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

全サイズに作成できる要素
独立点 ・ ・ ・ 「点」 「目打ち点」
線 ・ ・ ・ ・ ・ 「平行線」
ノッチ ・ ・ ・ ・ 「ノッチ」 「同寸ノッチ」

これらの要素には部位コードが入力されていません。
作成後に Pattern Magic へ未設定部位のまま変換すると、
Grading Magic でグレーディング処理時にエラーになります。

「ノッチ」 を 「全サイズモード」 ON で
作成

319

N 319

？

Pattern Magic Ⅱ Grading Magic Ⅱ
　　　　　　　　　　　　　　

ノッチのみ、 Grading Magic Ⅱの 「ルール付け」 で作成時の基点を関連部位にした部位コードを
入力することができます。
※　「ルール付け」 で、 クリック後の確定が必要です。
※　入力した部位コードによっては、 再処理後に作成時の位置と変わる場合があります。
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